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第 ６ 回 復 興 道 路 会 議 ～岩手県～

日 時：平成２８年 ６月１３日（月）

１３：３０～

場 所：岩手県自治会館 ３階 第２会議室

議 事 次 第

１．挨 拶

国土交通省 東北地方整備局 道路部長

岩手県 県土整備部長

２．議 事

１）復興道路・復興支援道路の今後の進め方

について

２）復興道路等を活かした地域振興支援策、

地域づくり事例の情報共有について

３）その他

資料１～４

資料５～６
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「復 興 道 路 会 議 ～ 岩 手 県 ～」



復 興 道 路 会 議 ～ 岩 手 県 ～
規 約

(名 称)

第１条 本会議は、｢復興道路会議～岩手県～｣と称する。

(目 的)

第２条 本会議は、東日本大震災からの復興に向けたリーディングプロジェクトとなる復

興道路等の早期完成を図るため、全ての関係者に対する事業進捗への合意形成と、

国・県・市町村・関係機関の連携による課題解決を目的として開催する。

(協議事項)

第３条 本会議は、前条の目的を達成するため、次の各号に掲げる連絡及び調整を行う。

一 事業の合意形成に関する事項

二 事業促進の課題解決に関する事項

三 その他本会の目的を達成するために必要な事項

(対象事業)

第４条 本会議で対象とする復興道路は、以下のとおりとする。

一 三陸沿岸道路

二 東北横断自動車道釜石秋田線、宮古盛岡横断道路

三 その他

(組 織)

第５条 本会議は、以下の構成員をもって組織する。

一 岩手県、復興庁 岩手復興局

国土交通省 東北地方整備局

二 復興道路等の関係市町村

三 地域経済界及び報道関係代表

(事務局)

第６条 本会議の庶務は、岩手県県土整備部及び国土交通省東北地方整備局道路部におい

て処理する。

（雑 則）

第７条 この規約に定めるもののほか、本会議の運営に関して必要な事項は会議において

定める。



復興道路・復興支援道路の概要

東北横断自動車道釜石秋田線
（釜石～花巻） 80km

［震災後新規区間 17km］

宮古盛岡横断道路
（宮古～盛岡） 100km

［震災後新規区間 48km］

三
陸
沿
岸
道
路

㎞
359

［
震
災
後
新
規
区
間

㎞
］

148

東北中央自動車道
（相馬～福島） 45km

［震災後新規区間 23km］

復興道路・復興支援道路の総延長608km
［震災後新規区間247km（約４割）］

みやぎ県北高速幹線道路 24km
［震災後新規区間 11km］

（宮城県）

H28.6.10現在

吉浜

三陸

普代

うち
震災後開通

うち
震災後新規

約　359km 　158km 29km 201km 148km

約　100km 11km 10km 55km 48km

約　 80km 63km 33km 17km 17km

約　 45km 0km 0km 45km 23km

約　584km 232km 72km 318km 236km

約 　24km 9km 9km 11km 11km

約　608km 241km 81km 329km 247km

計

計画延長 開通延長 事業中延長

合　　計

 みやぎ県北高速幹線道路

 東北横断道釜石秋田線
 (釜石～花巻)

 東北中央道
 (相馬～福島)

 三陸沿岸道路

 宮古盛岡横断道路

路　　線　　名

（仮）気仙沼階上



東北横断自動車道釜石秋田線
（釜石～花巻） 約80km

宮古盛岡横断道路
（宮古～盛岡） 約100km

三
陸
沿
岸
道
路

約

㎞
359

遠野～宮守
9.0km

遠野住田～
遠野

11.0km
釜石～釜石西

6.0km

唐桑北～陸前高田
10.0km

（岩手県内8.0km）

吉浜道路
3.6km

吉浜～釜石
14.0km

釜石山田道路
23.0km

山田～宮古南
14.0km

宮古中央～田老
21.0km

田老～岩泉
6.0km

田野畑南～尾肝要
6.0km

尾肝要～普代
8.0km

普代～久慈
25.0km

久慈北道路
7.4km

侍浜～階上
23.0km

（岩手県内20.0km）

宮古～箱石
33.0km

平津戸・岩井
～松草
7.0km

区界～簗川
8.0km

都南川目道路
6.0km

2.6km

（岩
手
県
内

㎞
）

213

3.4km

H31
開通予定

2km

H30開通予定

H29開通予定

H29開通予定

H30開通予定

H30開通予定

H30開通予定

H27.11.29開通

H30開通予定

H29開通予定

H32開通予定

4k
m

17
km

4km

H32
開通予定

8k
m

5.
6k

m

H31
開通予定

H30
開通予定

H30
開通予定

H27.12.5開通

岩手県内の概要
H28.6.10現在

H28.3.12
開通

（仮）田野畑南

うち
震災後開通

うち
震災後新規

約　359km 158km 29km 201km 148km

うち、岩手県 約　213km 65km 17km 148km 122km

約　100km 11km 10km 55km 48km

うち、岩手県 約　100km 11km 10km 55km 48km

約　 80km 63km 33km 17km 17km

うち、岩手県 約　 80km 63km 33km 17km 17km

約　 45km 0km 0km 45km 23km

約　584km 232km 72km 318km 236km

うち、岩手県 約　393km 139km 60km 220km 187km

 三陸沿岸道路

 宮古盛岡横断道路

 東北横断道釜石秋田線
 (釜石～花巻)

 東北中央道
 (相馬～福島)

合　　計

路　　線　　名 計画延長 開通延長 事業中延長
三滝堂

H32
開通予定

新たな開通見通し区間
【H28.6.8公表】

（仮）気仙沼階上



復興道路・復興支援道路の各路線別進捗状況
《平成２７年度の進捗状況》
○復興道路・復興支援道路の用地進捗率は約９割、主要構造物着手率は約７割まで進捗
○吉浜道路（３．６ｋｍ）と登米志津川道路（２ｋｍ）の開通により、三陸沿岸道路の開通延長が６ｋｍ延伸
○遠野～宮守（９ｋｍ）と都南川目道路（２．６ｋｍ）の開通により、復興支援道路の開通延長が１２ｋｍ延伸
○三陸沿岸道路の４車線化が８ｋｍ延伸（計画延長約５２ｋｍのうち、４０ｋｍ開通） 残る１２ｋｍは平成２８年度開通予定

資料－１

152km 207km 約90% 約95% 約70% 約35% 約35% 約45%

158km 201km 約95% 100% 約80% 約40% 約70% 約60%

8km 58km 約90% 約75% 約40% 約30% 約10% 約40%

11km 55km 約99% 約85% 約60% 約35% 約20% 約45%

54km 26km 約95% 100% 約75% 約55% 約85% 約55%

63km 17km 約99% 100% 約80% 約65% 約95% 約65%

0km 45km 約85% 約90% 約65% 約25% 約55% 約50%

0km 45km 約94% 100% 約70% 約40% 約80% 約55%

214km 336km 約90% 約95% 約65% 約35% 約35% 約45%

232km 318km 約96% 約98% 約75% 約40% 約60% 約55%

※未事業化区間約34kmを含む

32km 20km 100% 100% 100% 約90% － 100%

40km 12km 100% 100% 100% 100% － 100%

9km 11km 約85% 約80% 約70% 約65% － 約65%

9km 11km 約94% 100% 約70% 約65% － 約65%

上段：H27.3.31現在

下段：H28.3.31現在

　【宮城県】
　みやぎ県北高速幹線道路

約　24km

トンネル掘削
進捗率

橋の上部工
着手率

合　　　計 約　584km

　三陸沿岸道路（4車線化） 約　52km

　東北横断道釜石秋田線
　　(釜石～花巻)

約　 80km

　東北中央道
　　(相馬～福島)

約　 45km

　三陸沿岸道路 約　359km

　宮古盛岡横断道路 約　100km

主要構造物
着手率

主要構造物
完成率

路　　線　　名 計画延長

用地進捗率 工事着手率

開通延長 事業中延長

※

※1

※1：用地進捗率＝取得済面積（ha）／必要面積（ha）
※2：工事着手率＝工事に着手したＩＣ間延長／計画済延長
※3：主要構造物着手率＝（着手済＋完成済構造物数）÷全構造物数
※4：主要構造物完成率＝完成済構造物数÷全構造物数
※5：トンネル掘削進捗率＝トンネル掘削延長／トンネル計画延長
※6：橋の上部工着手率＝（上部工着手済＋完成済橋梁数）／全橋梁数

※2 ※3 ※4 ※5 ※6

※開通延長、事業中延長は、平成２８年６月１０日時点

※ ※



【岩手県】各事業区間の進捗状況
用地進捗率

（面積ベース）
埋蔵文化財
調査完了率

保安林解除

三陸沿岸道路

洋野町 約67% 約60%

約83% 約70%

約95% 100%

約97% 100%

久慈道路 3.2km H5.12.16開通

約92% 約80% 6箇所/8箇所解除済

野田村

普代道路（普代バイパス） 4.2km H25.10.13開通

約90% 100%

約93% 100%

尾肝要道路 4.5km H26.3.2開通

約96% 100%

約99% 100%

約99% 100%

約99% 100%

約92% 約80%

約98% 約90%

宮古道路 4.8km H22.3.21開通

約96% 約60%

約97% 約90%

山田道路 7.8km H14.8.2開通

約86% 約80% 2箇所/4箇所解除済

大槌町

約88% 約80% 5箇所/5箇所解除済

約99% 約90% 5箇所/5箇所解除済

大船渡三陸道路 17.6km H17.3.19開通

約99% 100% 1箇所/1箇所解除済

約99% 100% 1箇所/1箇所解除済

東北横断自動車道　釜石秋田線（釜石～花巻）

約80% 100% 5箇所/5箇所解除済

約93% 100% 5箇所/5箇所解除済

約97% 約95% 6箇所/6箇所解除済

100% 100% 6箇所/6箇所解除済

東和～花巻 11.4km H14.11.7開通

宮古盛岡横断道路

約90% 約60%

100% 約80%

約98% 100% 9箇所/9箇所解除済

約99% 100% 9箇所/9箇所解除済

達曽部道路 1.4km H11.12.16開通

約72% 100% 6箇所/6箇所申請済

約72% 100% 6箇所/6箇所申請済

約73% 約99% 3箇所/3箇所申請済

約99% 100% 3箇所/3箇所解除済

簗川道路 6.7km H25.3.10開通

約99% 100%

約99% 100%

※ 開通予定は、平成２８年６月１０日時点

・用地取得の推進

3.6km

H32年度
（一部 H29年度）

約96% 約90%

岩泉道路（中野バイパス）

・用地取得の推進

対象外

対象外

H29年度

・用地取得の推進

対象外

H22.11.28開通

・用地取得の推進

対象外

H30年度

－

・用地取得の推進

・用地取得の推進

H29年度

4箇所/4箇所解除済

H27.11.29開通

14.0km 対象外

・用地取得の推進

6.0km

対象外

・用地取得の推進－
約85% 7箇所/8箇所解除済

－

14.0km

21.0km

6.0km H30年度

・用地取得の推進

対象外 ・用地取得の推進

・用地取得の推進

・用地取得の推進

6.2km

10.0km
(8.0km)

・用地取得の推進6.0km 対象外

釜石道路
（釜石～釜石西）

3.3km

33.0km

7.0km

宮古西道路
※岩手県施行

H30年度

宮古箱石道路
（宮古～箱石）

一部 H31年度
一部 H32年度

・用地取得の推進

区界道路
（区界～簗川）

H32年度 ・用地取得の推進8.0km

・用地取得の推進

11.0km

対象外

路線名 事業区間名 延　長 開通予定市町村名

久慈市

野田久慈道路
（普代～久慈）

25.0km

久慈北道路

－

普代村

洋野階上道路
（侍浜～階上）

7.4km

8.0km

23.0km
(20.0km)

事業進捗上の課題

下段：H28.3.31現在

上段：H27.3.31現在

宮古市

遠野～宮守

盛岡市

約95%

山田町

釜石市

7.5km

釜石市

都南川目道路 H31年度
（一部 H28.3.12開通）

平津戸松草道路
（平津戸・岩井～松草）

－

田野畑村

岩泉町

宮古市

釜石山田道路 23.0km 一部 H30年度

山田宮古道路
（山田～宮古南）

田野畑道路
（田野畑南～尾肝要）

宮古田老道路
（宮古中央～田老）

6.0km

吉浜道路

吉浜釜石道路
（吉浜～釜石）

尾肝要普代道路
（尾肝要～普代）

田老岩泉道路
（田老～岩泉）

高田道路

唐桑高田道路
（唐桑北～陸前高田）

23.7km H24.11.25開通宮守～東和

H30年度

H26.3.23開通

H30年度

H27.12.5開通

花巻市

9.0km

遠野道路
（遠野住田～遠野）

H30年度

大船渡市

陸前高田市

仙人峠道路 18.4km H19.3.18開通

遠野市

※1：用地進捗率＝取得済面積（ha）／必要面積（ha）
※2：埋蔵文化財調査完了率＝本調査完了面積（ha）／調査対象面積（ha）

※1 ※2

資料－２

※



◆復興道路・復興支援道路の見える化（平成２７年度）

◆復興道路・復興支援道路の見える化の取り組み

○起工式、現場見学会、自治体での事業進捗等の見える化を
紹介

○住民参加による各種式典の開催

・式典への住民参加事例を紹介

○現場見学会における進捗状況の説明

・夏休みを活用した現場見学会、体験学習を併用した
現場見学会を紹介

○市町村役場等における進捗状況発信

・市町村役場や道の駅、観光施設等において「モニター」
「説明看板」や［かわら版」「ＨＰ」による情報発信を紹介

○地域とのコミュニケーションを重視した取り組み

・施工企業のＣＳＲ活動の見える化を紹介

◆市町村別における「見える化」の取り組み

○岩手県内

・市町村で実施する現場見学会や広報に掲載等の取り組みを紹介

資料－３

○宮城県内

○福島県内

・好事例を紹介

・市町村で実施する現場見学会や広報に掲載等の取り組みを紹介

・市町村で実施する現場見学会や広報に掲載等の取り組みを紹介

・好事例を紹介

・好事例を紹介



復興道路・復興支援道路の見える化（平成２７年度）
～総延長584kmのうち230km開通済 177km新規開通見通し～

◇起工式・貫通式等

◇現場見学会等

◇市町村等での
進捗状況等の発信

◇HP等による情報発信

三陸沿岸道路 釜石山田道路
（岩手県大槌町）（H28年2月）

式典33回開催

新聞報道59回

テレビ放映50回

三陸沿岸道路 気仙沼道路
（宮城県気仙沼市）（H27年8月）

79回開催
約3,070人参加

前年度
67回開催
約2,700人参加

東北地方整備局HP

合計106箇所で進捗状
況等の発信を行った。

・現地看板 55箇所

・道の駅等 26箇所

・市町村ロビー 25箇所

三陸沿岸道路 洋野階上道路
（岩手県九戸郡洋野町）（H27年10月）



●住民参加による各種式典の開催

【宮古盛岡横断道路 区界道路】
新区界トンネル安全祈願祭《岩手県宮古市》

(H27.6.28)

▲岩手県内最長（約5,000ｍ）となるトンネル
の安全祈願祭に、地域の方々等を招き開催。

◆工事の節目に行う式典（安全祈願祭、連結式等）において住民参加の各種式典を開催。
◆工事の進捗状況について理解を深め、地域とのコミュニケーションを重視。

復興道路・復興支援道路の見える化の取り組み（１）

【相馬福島道路 霊山道路】
（仮称）犬飼大橋連結式 《福島県伊達市》

(H28.1.29)

▲地域の方々や地元の小学生等を招いて連結式
を開催。

りょうぜんくざかい



復興道路・復興支援道路の見える化の取り組み（２）

●現場見学会における進捗状況の説明

◆小中学生や地域の方々、土木を専門に学んでいる高校生・大学生、復興道路等の事業を支援して
いただいている団体や自治体等、様々な方々が現場見学に参加。

◆夏休みを活用し親子で参加できる現場見学会の開催、体験学習を併用した現場見学会の開催等、
工夫を凝らした現場見学会を開催。

【三陸沿岸道路 気仙沼道路】
夏休みを利用した現場見学会《宮城県気仙沼市》

▲ボルトの締め付け体験（Ｈ27.8.5）

【三陸沿岸道路 山田宮古道路】
地元の小学生による現場見学会

《岩手県下閉伊郡山田町》

▲（仮称）山田第２トンネルを見学（Ｈ27.11.26）



●市町村役場等における進捗状況発信

▲統一看板への開通目標の
掲示（福島県相馬市）

▲道の駅「区界高原」における
工事進捗状況の発信
（岩手県宮古市）

▲進捗状況をお知らせ」する
「かわら版」

▲メイントンネル
の進捗状況を
発信

▲東北地方整備局の
復興道路ポータルサイト（ＨＰ）

検 索復興道路

◆地域の方々が集まる市町村の役場・道の駅や観光客が集まる観光施設等においてモニター、
かわら版、HP等を活用し、復興道路等の必要性や工事の進捗状況を発信。

◆地域の方々や道路利用者、観光客等を対象に進捗状況の見える化の取り組みを実施。

▲市役所のカウンター脇の小スペース
を活用しモニターより情報を発信
（岩手県釜石市）

①復興道路等の沿線市町村ロビー等における情報提供の工夫

②沿線道の駅等における情報提供の工夫 ④「かわら版」やＨＰによる情報発信

③現場広報ポイントにおける説明看板の工夫

▲市役所の休憩スペースを活用し
モニターより情報を発信
（岩手県宮古市）

▲「吉浜釜石道路 荒川トンネル」では
説明看板に三次元平面図を活用
（岩手県釜石市）

復興道路・復興支援道路の見える化の取り組み（３）

▲道の駅「南相馬」における
工事進捗状況の発信
（福島県南相馬市）



●地域とのコミュニケーションを重視した取り組み

復興道路・復興支援道路の見える化の取り組み（４）

▲地域の皆様からの要望に応え、
「ヒヤリ・ハットMAP」を作成し、
小学校へも配布(H27.5)

【三陸沿岸道路 山田宮古道路】
山田宮古道路安全連絡協議会

▲インフォメーションセンター開設(H27.8.5)

◆次代を担う子供たちを含めた地域とのコミュニケーションをより重視して、施工企業のＣＳＲ活動と
ともに見える化の取り組みを実施。
・三陸沿岸道路山田宮古道路では、ダンプトラック目線による「ヒヤリ・ハットMAP」を作成し小学校へ

配布、卒業・入学おめでとう看板の設置、工事の進捗状況をお知らせするインフォメーションセンター
の開設等を行い、地域とのコミュニケーションを深める取り組みを実施。
・相馬福島道路相馬西道路では、地元の方々を招待し、現場見学会を実施。

▲卒業・入学おめでとう
看板を設置(H27.3～4)

▲今田高架橋の桁架設状況を
地元の方々が見学(H27.6.3)

【相馬福島道路 相馬西道路】
今田高架橋上部工工事 《福島県相馬市》

▲常磐道交差部
を一括架設



○ 市町村別における「見える化」の取り組み 【岩手県】

盛岡市

宮古市

大船渡市

久慈市

遠野市

陸前高田市

釜石市

大槌町

山田町

岩泉町

田野畑村

普代村

野田村

洋野町

・盛岡市ホームページで復興道路を紹介
・簗川福祉センター（簗川支所）に宮古盛岡横断道路事業概要パネル及び新区界トンネル工事進
捗パネルを設置

・市主催で地元住民等を対象とした復興道路等現場見学会の実施
・川井総合事務所、新里総合事務所に宮古盛岡横断道路事業概要パネル及び新区界トンネル
工事進捗パネルを設置
・道の駅を主会場とした産業祭に事業紹介展示コーナーを確保
・市広報紙で「震災復興5年の高規格幹線道路網整備状況」を特集掲載
・市広報紙で工事進捗状況を掲載
・市役所ロビーでの工事進捗情報提供モニター及び工事進捗チラシの設置
・三陸国道事務所主催の事業進捗パネル展への協力

・市役所・支所・公民館等での工事進捗チラシの設置、ＨＰへの掲載。
・市広報紙に工事進捗状況を掲載
・久慈秋祭りにおける｢北リアスみちづくり女性の会｣と合同による道路整備促進啓発活動（チラシ
の配布）の実施
・「道の駅」遠野風の丘に事業進捗パネルを設置
・市役所ロビー及び後方支援資料館に事業進捗パネル等を設置（H27.3～）
・地元住民を対象とした現場見学会に主催者として対応（バスの運行等）

・市役所、各コミュニティーセンター、物産センター、一本松茶屋で「工事状況のお知らせ」を配布
・「復興まちづくり情報館」に復興道路等の工事進捗をお知らせするモニター、パネルを設置
・地域の女性を対象とした「現場見学会」を主催

・町役場ロビーでのパネルの展示、整備促進懸垂幕の設置
・村内イベント（文化祭等）の際のパネル展開催
・役場等での工事進捗チラシの設置

・市役所ロビーにモニターを設置し工事進捗状況をお知らせ（H25.1～継続）
・市役所ロビー吉浜地区拠点センター、道の駅「さんりく」で「工事状況のお知らせ」を配布
・市広報で「三陸沿岸道路の進捗状況」を２頁、「吉浜道路」開通のお知らせを４頁にわたり特集
掲載【事例１】

・役場内電子掲示板での工事進捗状況の提供
・地区回覧とともに工事進捗チラシの配布
・村広報紙に工事進捗状況を掲載

・大槌町役場、中央公民館、生井沢集会場に「かわら版」を掲示、配布
・役場ロビー及びｼｮｯﾋﾟﾝｸﾞｾﾝﾀｰに復興道路等の工事進捗をお知らせするモニターを設置
・小学生とその保護者を対象とした「まちづくり現場見学会」を主催

・役場及び町民ホールでの工事進捗チラシの設置
・町民ホールでの工事進捗情報提供モニターの設置
・町広報紙とともに工事進捗チラシの配布
・町広報紙に工事進捗状況を掲載
・観光協会ブログで工事進捗を発信 【事例２】

・役場での工事進捗チラシの設置
・工事進捗チラシの施工業者との連名発行、町内回覧とともに工事進捗チラシの配布
・町広報紙に工事進捗状況を掲載
・現場見学会の調整
・役場での工事進捗チラシの設置
・田野畑牛乳フェアの際のパネル展開催
・村広報紙に協議会における清掃活動や現場見学会記事などを掲載
・役場での工事進捗チラシの設置
・村広報紙に工事進捗状況を掲載
・普代まるごと元気市の際のパネル展開催

・市役所市民課及び各生活応援センターで「工事状況のお知らせ」を配布
・鵜住居生活応援センターで「釜石山田道路かわら版」を掲示
・市役所市民課に復興道路等の工事進捗をお知らせするモニターを設置(継続)
・道の駅「釜石仙人峠」内で「釜石道路かわら版」を掲示
・地域の女性を対象とした「現場見学会」を主催



【事例２】 観光協会ブログで工事進捗を発信（山田町）

【事例１】 広報誌にて進捗状況を発信（大船渡市）

【岩手県】



○ 市町村別における「見える化」の取り組み 【宮城県】

石巻市

塩竃市

気仙沼市

登米市

南三陸町

東松島市 ・市の総合防災訓練において矢本石巻道路の避難階段を利用した訓練を実施。【事例２】

・さんさん商店街において復興道路等の工事進捗を知らせるパネルを展示
・町広報紙にて整備状況を周知

・市政教室において市民を対象に三陸道の現場見学会を実施し、見識を深めて頂いた。
・市の総合防災訓練において矢本石巻道路の避難階段を利用した訓練を実施。

・市広報誌で復興特集を毎月掲載
・平成25年9月より、市役所ロビーに復興情報コーナーを設置
・宮城県と塩竃市が連携し、市内大型商業施設に復興情報コーナーを設置【事例１】

・「海の市」に気仙沼湾横断橋の模型を展示
・「海の市」において復興道路等の工事進捗を知らせるパネルを展示

・迫総合支所において復興道路等の工事進捗を知らせるパネルを展示



【事例２】 防災訓練にて矢本石巻道路の避難階段を利用した
訓練を実施（東松島市）

【事例１】 市内大型商業施設に復興情報コーナーを設置（塩竃市）

【宮城県】



福島市

相馬市

南相馬市

伊達市

桑折町

国見町

新地町

【福島県】

・国見町ホームページに復興道路紹介ホームページをリンク

・町役場ロビーにおいて復興道路工事の進捗状況を掲載(H27継続）

・福島市ホームページで復興道路を紹介
・市役所展望ロビー等2箇所において、復興支援道路の事業概要・工事進捗をお知らせするパ
ネルを設置

・ホームページや広報誌「広報そうま」に事業進捗状況等を掲載（H27継続）【事例１】
・市役所ロビーにおいて復興道路工事の進捗状況を掲載(H27継続）
・地域住民に進捗状況を周知するために復興道路の現場見学会を開催

・市役所ロビーにおいて復興道路工事の進捗状況を掲載(H27継続）

・広報誌「だて市政だより」による事業概要・工事進捗等の情報提供
・市役所及び支所等5箇所において、復興支援道路の事業概要・工事進捗をお知らせするパ
ネルを設置
・市内各小・中学校27校に工事状況ポスターを掲示
・地域及び沿線団体に現場の進捗状況を周知するために、窓口を設け、積極的に現場見学会
を募集した

・広報誌「広報こおり」に復興道路の記事を掲載。【事例２】
・役場において、復興支援道路の事業概要・工事進捗をお知らせするパネルを設置
・桑折町ホームページのトップに復興道路・事業促進PPPのバナーを設定し紹介

○ 市町村別における「見える化」の取り組み 【福島県】



【事例２】 広報誌に復興道路の記事を掲載（桑折町）

【事例１】 ホームページで事業進捗状況等を紹介（相馬市）

【福島県】



復興道路等の見える化の取組について①

県政テレビ番組等を活用し、復興道路等の開通区間及びその整備効果について情報発信すると
ともに、県施工箇所の進捗状況を広く県民に周知し、復興の加速をアピール

１県政番組

・ H27.12.21（月）～12.26（土）
・ テレビ岩手、岩手めんこいテレビ

ＩＢＣ岩手放送、岩手朝日テレビ
「いわて！わんこ広報室」

・ 吉浜道路、遠野～宮守間の開通
式の模様やその整備効果等について

３インターネット番組

・ H27.12.22（火）
・ ニコニコ生放送

～いわて希望チャンネル～
・復興道路等の進捗・整備効果等に
ついて

２県政特別番組

・ H28.3.2（水）
・ ＩＢＣ岩手放送

「じゃじゃじゃＴＶ
復興への道スペシャル」

・ 復興道路等の進捗・整備効果等に
ついて

４テレビ広報

・ H27.6.27（土）
・ 岩手朝日テレビ 「いいコト」
・ 復興道路等のH27開通予定について

資料－４



復興道路等の見える化の取組について②

５県土整備部広報誌

・ 県土整備部の旬の話題をお届けするオリジナル広報誌
『美しい県土づくりＮＥＷＳ』

・ 復興道路等の関連ニュース掲載号
H27. 5月号：開通見通しの公表
H27. 6月号：復興道路会議
H27.12月号：吉浜道路、遠野～宮守の開通
H28. 3月号：都南川目道路の部分開通

７現場見学会

・ 宮古盛岡横断道路「宮古西道路」において、地元
小学生等を招待し、現場見学会を開催

・ H27実績 計３回開催、約80人が参加

宮古盛岡横断道路
「宮古西道路」

６県政広報誌

・ 岩手県広報誌 いわてグラフ
・ 全戸配布
・ 復興道路等の関連記事掲載号

H28.3月号：復興道路等の開通状況、開通見通しについて



復興道路・復興支援道路の
整備効果及び活用方策について

復興道路・復興支援道路の
整備効果及び活用方策について

岩手県県土整備部
H28.6.13

資料－５



本日の発表内容

１ 復興道路、復興支援道路のストック効果等について

（１）走行時間短縮

（２）災害に強く信頼性の高い道路

（３）物流の効率化による地域産業の活性化を支援

（４）三陸沿岸地域の観光振興

（５）フェリー定期航路と連携した物流網の形成

（６）港湾との連携強化、物流需要の増大

（７）さらなる港湾利用に向けた取組

（８）第三次救急医療機関へのアクセス向上

２ 復興道路等を活用した地域振興について

（１）岩手三陸連携会議

（２）三陸の未来を拓く提案

１



走行時間短縮
○ 復興道路等の完成により、主要都市間の所要時間が大幅に短縮

遠野市
釜石市

花巻市

宮古市

久慈市

大船渡市

盛岡市

陸前高田市

八戸市

仙台市

遠野市
釜石市

花巻市

宮古市

久慈市

大船渡市

盛岡市

陸前高田市

八戸市

仙台市

約1時間40分

約1時間25分
約1時間10分

約40分

約1時間45分

約1時間15分
(-25分)

約1時間5分
(-20分)

約35分
(-35分)

約1時間
(-45分)

約25分
(-15分)

概ねの所要時間の変化

※所要時間は５分単位にまるめ

・ 各都市間の起終点は、各都市最寄りのＩＣとした
・ 現況の所要時間はH22道路交通センサスより算出

（データのない区間は規制速度等）
・ 復興道路整備区間は、道路構造に応じた速度（V=70～80km/h）により

将来の所要時間を算出

【現 況】 【復興道路等完成後】

復興道路

復興支援道路

約1時間

約15分

約2時間30分

約40分
(-20分)

約1時間30分
(-60分)

約15分
(-0分)

仙台市～八戸市
約7時間20分

仙台市～八戸市
約4時間25分
(-2時間55分)

H26.4.1現在の

道路ﾈｯﾄﾜｰｸ

２



○ 復興道路の完成により、津波災害等の発生時においても通行止めルートを回避
○ 主要都市間をつなぐ道路ネットワークの信頼性が向上

災害に強く信頼性の高い道路

・震災時、津波により国道４５号等の幹線道路で通行止めが発生
・陸前高田市～釜石間では、国道４５号が通行止めの場合、

迂回ルートは約７４分、三沿道開通時は約４３分となり、迂回時間は約４割、３０分短縮

＜① 釜石市平田地区＞

＜② 釜石市唐丹地区＞

三陸沿岸道路開通

迂回時間 約30分
迂回距離 約16km

短縮

【開通後ルート】
延長 48km（約43分）

【迂回ルート】
延長 64km（約74分）

①

②

陸前高田IC
通岡IC

大船渡碁石海岸IC

大船渡IC
大船渡北IC 三陸IC

（仮）釜石唐丹IC

吉浜IC

（仮）釜石南IC

遠野住田IC （仮）釜石西IC

（仮）釜石中央IC

（仮）釜石JCT

３



物流の効率化による地域産業の活性化を支援

○ 復興道路等の整備により、沿岸部から内陸部へのアクセスが向上し、海産物の鮮度保持や輸送時の定
時性の確保が図られる

○ このことにより、海産物をその日のうちに届ける「朝採り」などの高付加価値化、新規市場の開拓を期待

達曽部道路
L=1.4km

H11.12.16開通
平津戸・松草道路

L=7.0km

区界道路
L=8.0km

簗川道路
L=6.7km

H25.3.10開通

都南川目道路
L=6.0km

宮古箱石道路
L=33.0km

宮古西道路
（県施行）
L=3.3km

走行時間短縮
（盛岡～宮古間で約25分短縮）

定時性確保

《水産事業者コメント》（H27.2ヒアリング結果）
輸送時間が短縮されれば、より鮮度が高い状態で届けられるため、より高値で買ってもらえ、

売上拡大につながるほか、販路の拡大が期待できる。
（H28.2.8岩手河川国道事務所公表資料より抜粋）

三陸の海産物を

仙台、首都圏などの
大消費地へ

L=2.6km
H28.3.12

開通

【三陸の豊かな海産物】

４



室蘭港

三陸沿岸地域の観光振興

○ 三陸復興国立公園
東日本大震災津波で大きな被害を受けた三陸海岸で新しい国立

公園「三陸復興国立公園」が平成25年５月に環境省から指定

○ 三陸ジオパーク
平成25年９月に、岩手県を中心とする三陸海岸が、地球活動遺

産を見どころとする自然公園「日本ジオパーク」に認定

浄土ヶ浜 碁石海岸

○ 高田松原津波復興祈念公園
東日本大震災津波の犠牲者への追悼と鎮魂や復興への強い意志

を国内外に向けて明確に示すこと等を目的に、復興の象徴となる
復興祈念公園の整備に向けて、基本構想及び基本計画を策定

三
陸
復
興
国
立
公
園

○ 三陸復興国立公園や三陸ジオパークなど様々な観光資源が存在
○ 内陸部からのアクセス、観光地間周遊の円滑化が必要
○ 宮古港と室蘭港を結ぶフェリー定期航路と連携した広域的な交流連携・観光振興
○ いわて花巻空港と連携した訪日観光客（インバウンド）の引き込み

台湾をはじめとする
訪日観光客を三陸
沿岸地域へ

○ フェリー定期航路開設（室蘭港～宮古港）
復興道路等の整備による「宮古港から岩手県各地、仙台、首都圏等へ

のアクセス向上」等が決め手となり、岩手県初のフェリー定期航路が開
設予定 ＜運航計画＞１日１往復（航海時間１０時間）

シルバークイーン試験入港

橋野鉄鉱山

宮古港

北海道から、
観光客・
修学旅行を
誘致

室蘭港～宮古港
Ｈ30.6月開設予定

復興道路等の
早期完成が必要

５



フェリー定期航路と連携した物流網の形成

○ 平成３０年６月に、室蘭港～宮古港を結ぶフェリー定期航路が開設予定
○ 三陸沿岸の主要港である八戸港への物流ルートである東北縦貫自動車道には、冬期間の定時制に弱み
○ 三陸沿岸道路の整備後は、八戸港・宮古港・仙台港が、冬期も安定した物流が期待される高規格道路で連結

【東北縦貫自動車道】（所要時間 仙台市～八戸市 約３時間２５分）

・有料
・冬期の定時性に弱み

（岩手県北部では冬期に通行止めが発生）

【三陸沿岸道路】（所要時間 仙台市～八戸市 約４時間25分）

・無料
・冬期間の定時性に強み （内陸に比べて安定した気候）

安代JCT～浄法寺IC間冬期通行止回数

(NEXCO東日本聞き取り)

冬期通行止めイメージ

◆ 三陸沿岸地域におけるフェリー定期航路

フェリー定期航路や復興道路等が形成する物流網により、多様化する物流に対応するとともに、
物流ルートのリダンダンシーを確保

＜①苫小牧～八戸 ②苫小牧～仙台 ③（予定）室蘭～宮古＞

６
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H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27

港湾との連携強化、物流需要の増大①

○ 釜石港では、平成２３年度に国際フィーダーコンテナ定期航路が開設
○ 東北横断自動車道釜石秋田線と釜石港の連携により、利用企業数、コンテナ取扱量が大きく増加

遠野～宮守 遠野道路 釜石道路東和～花巻 宮守～東和

L=23.7km
H24年度開通

L=約9.0km
H27年度開通

L=約11km
H30年度
開通予定

L=約6km
H30年度
開通予定

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

H24.11 H25.11 H26.11 H27.11 H27.12

（台/日）
・宮守ＩＣ～江刺田瀬ＩＣ間の交通量の変化

5,800台

7,900台
8,500台

9,900台
9,200台

遠
野
～
宮
守
間
開
通

定期航路開設
（H23.7）

宮守～東和間
開通（H24.11）

遠野～宮守間
開通（H27.12）

4,420

2,631

2,036
1,759

68 114 256

・釜石港のコンテナ取扱量の推移
（TEU）

仙人峠道路
L=18.4km

H18年度開通

自動車関連企
業等の工場が
多数立地

釜石港

※交通量（ﾄﾗﾌｨｯｸｶｳﾝﾀｰ） 各月平日平均 ※釜石市資料

７



(仮)釜石JCT

(仮)釜石中央IC

釜石北IC

釜石両石IC

釜石西IC

東北横断自動車道釜石秋田線

国道45号

国道45号

釜石市

事業中

供用済

復興道路等

トリナ・ソーラー社
釜石物流センター

建設予定地

ＳＭＣ㈱釜石工場

増設予定地

釜石港

至 青森県八戸市

至 宮城県仙台市

至 花巻市

福山通運
釜石営業所

エア・ウォーター物流㈱
釜石低温センター

平成27年3月13日 岩手日報

港湾との連携強化、物流需要の増大②

○ 釜石市は、重要港湾釜石港があり、三陸沿岸道路と東北横断自動車道釜石秋田線の結節点
○ 復興道路等の完成による物流拠点の優位性を見込んだ企業立地、事業拡大の動き
 エア・ウォーター物流㈱「釜石低温センター」H26.9月完成・稼働（大型低温倉庫）
 トリナ・ソーラー社「釜石物流センター」建設予定（ソーラーパネル）
 SMC㈱釜石、遠野工場増設予定（空気圧縮機）
 物流大手の福山通運が、釜石市に配送センターを整備し、H２８.３月から稼働開始

平成27年7月22日 岩手日報

エア・ウォーター物流㈱
釜石低温センター（Ｈ26.9月稼働）

エア・ウォーター物流㈱
釜石低温センター（Ｈ26.9月稼働）

工場等

稼働中

建設・増設予定

８



さらなる港湾利用に向けた取組

２ いわてポートセミナー2016

○ 平成２８年２月２日（火）、東京都内のホテル
において、知事及び重要港湾所在市長が、首都
圏の荷主企業や船会社の８９社・１９０名に対
してトップセールス

○ 東北地方整備局川瀧局長からの講演により、復
興道路等の道路ネットワークの整備状況につい
ての情報を関係者が共有

３ ガントリークレーンの整備

・復興道路等の整備により、釜石港までの輸送の安全性、
定時制を確保

・国際フィーダー船の大型化

・平成２８年度中には、荷役施設（クレーン）の能力を
超えるコンテナ取扱量となる見通し

・平成２９年度から外貿ダイレクト航路が開設予定

約３倍の
処理能力

従来のジブクレーン
ガントリークレーン達増知事 川瀧局長

荷役能力向上のため、ガントリークレーンを整備

○ 復興道路、復興支援道路の整備がかつてないスピードで進められており、また、湾口防波堤等の港
湾施設の復旧が急ピッチで進んでいることから、岩手県沿岸部を中心とした社会資本は、５年間程度
で飛躍的に充実することが期待できる状況

１ 岩手県港湾利用促進プラン（H28.4） 世界を結び 未来を拓く ～岩手のみなと～

これらの社会資本を物流インフラとして大いに活用しストック効果を最大限に引き出すこと

により、企業の新規立地や定期航路の開設といった港湾を取り巻く新たな動きを地域経済の
力強い発展に結び付けていく

９



第三次救急医療機関へのアクセス向上

◆第三次救急医療機関へ60分で行ける人口

70

80

90

100

H26.4時点 復興道路等整備後

○ 道路網が貧弱な三陸沿岸地域では、医療拠点までの隘路が存在
○ 救急医療体制の整っている第三次救急医療機関は盛岡、大船渡、久慈の３箇所
○ 復興道路等の整備により、第三次救急医療機関へ６０分以内に行ける人口は約１７万人増加し、

約９５万人に達する見込み

救急医療機関への
アクセス向上

（万人）

約７８万人

約９５万人

※岩手医科大学附属病院は、盛岡市から
矢巾町に移転し、平成31年に開院予定

現 況 復興道路等完成後

○人口は、H22国勢調査による
○道路ﾈｯﾄﾜｰｸ条件は、次のとおり設定
・現況（H26.4月時点）
・復興道路等完成時点

▼復興道路等完成後

１０



岩手三陸連携会議

「岩手県沿岸市町村復興期成同盟会」

平成27年9月19日発表

共同声明書（抜粋）

◆当面の重点取組項目

次の項目について、県と連携を図りながら、
重点的に取り組む。

・ 三陸ジオパークや、みちのく潮風トレイル等
の広域的な観光資源の活用

・ 世界遺産、防災教育、豊かな食等の要素
を組み合わせた広域観光の強化による
交流人口の拡大

・ 三陸ブランドの推進向けた取組

・ 三陸沿岸道路、鉄道、フェリー等の交通
インフラの有機的な利活用

・ ラグビーワールドカップ2019開催を見据え
た取組

被災13市町村が連携して、国等へ働きかけ

を行うことを目的として、平成23年に組織

「岩手三陸連携会議」

◆自治体連携を強め、自力で三陸の未来像
を探る新たな段階へ

◆三陸沿岸地域全体を「広域圏域」と捉え、

持続可能な三陸沿岸地域を創るための協働
の取組を推進

◆次の課題に広域で取り組むための具体策
を検討していく

・復興道路など交通インフラの活用

・観光振興

・フェリーの新規航路など港湾の利活用

・農水産物などの三陸ブランド化

・震災追悼施設の整備や伝承の在り方

・2019年ラグビーワールドカップ対応

復
興
と
地
方
創
成
を
力
強
く
進
め
る
た
め
の
新
組
織

岩 手 県

三陸沿岸全体としての
広域的課題解決を支援
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【方策とりまとめの流れ】【調査の趣旨】

○中長期的な視点や広域的
な観点に立ち、様々な分
野の方からご意見を伺い
ながら、新たな三陸地域
を築いていくためのアイ
デアや事例をプロジェク
トの形で整理したもの

○県としても平成28年度に
行う第３期復興実施計画
の策定過程において検討
し、実行に移していくも
の

【地域の現状把握】
・ 交通ネットワークの整備
・ 復興まちづくりの進展
・ 産業の再生
・ コミュニティの再生

【基本的な考え方】
・ 交通ネットワークの活用
・ 交流・連携の仕組みづくり
・ 多様な資源の発掘・活用

【復興に関わる人たちの知見】
・行政関係

三陸地域の市町村長 等
・企業・団体

観光業、製造業、流通業、
水産加工業、漁業協同組合 等

・有識者
復興委員会委員、県外有識者

【他地域の事例調査】
・宮城県 女川町、石巻市
・新潟県 長岡市、十日町市

そのストック効果を最大限に
活用し、復興につなげていく

復興道路等の
早期完成

三陸の未来を拓く提案
（三陸復興・振興方策調査報告書）

平成28年３月

～復興道路のその先を考える～

【三陸復興・振興方策】
三陸の未来を拓くプロジェクト復興道路等の交通ネットワークの整備による

ストック効果に着目した３分野のプロジェクト

三陸の未来を拓く提案① １２



A-1 三陸まるごと直送プロジェクト
～新鮮な三陸の水産物等を復興道路で消費地に直送～

高い付加価値を持つ三陸の新鮮な水産物等を、復興
道路を活用して迅速に消費地に輸送する仕組みを構
築する

A-2 三陸物流強化プロジェクト
～港湾と復興道路の活用による県内企業の競争力向上～

港湾と復興道路を活用した効率的な物流ネットワーク
を生かし、県内企業の競争力の向上と三陸地域にお
ける物流拠点の形成を図る

A-4 三陸産業プラットホーム形成プロジェクト
～企業における人材・資金・経営面の課題を組織的に支援～

人材確保・育成、資金調達、経営面の課題解決のため、
地域横断的な組織が、企業や地域のニーズとのコー
ディネート等の支援を行い、地域産業の振興を図る

時
間
短
縮
効
果
を
産
業
振
興
へ

Ａ

産

業

イメージ（A-1 三陸まるごと直送プロジェクト）

イメージ（A-2 三陸物流強化プロジェクト）

三陸の未来を拓く提案②

A-3 三陸産ブランド構築プロジェクト
～生産者の意欲と所得向上に資する産地ブランドの形成～

生産者と消費者の関係の強化や総合的な商品力の
向上を通して、水産物等を付加価値の高い商品とし
て販売できる「三陸産ブランド」を確立する

１３



ア
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性
向
上
を
交
流
拡
大
へ

Ｂ

観

光

Ｂ-1 食の観光コンテンツ充実プロジェクト
～三陸の豊かな水産物を生かして食の観光コンテンツを充実～

世界でも屈指の漁場である三陸沖の海の幸、雄大な大地からもたらされる山の幸を生かし、「三陸に行き
たい！」と思わせる、三陸の食の魅力を創出し、交流人口を拡大する

Ｂ-2 三陸まるごと博覧会プロジェクト
～イベント開催を契機とした観光地としての魅力の向上～

イベント開催をきっかけとして、観光地としての交通利便性や宿泊のポテンシャルを向上し、季節毎の魅力
を地域間で連携させたフィールドミュージアム型の観光地づくりを行う

Ｂ-3 三陸観光マネジメントプロジェクト
～人材育成・商品開発・情報発信の戦略的な実施～

国内外から訪れる観光客が、三陸の魅力を存分に感じ楽しんでもらえるよう、地域が連携して個性的な観光
メニューの充実や道の駅等の整備による周遊観光の充実を図る

生
活
圏
拡
大
を
地
域
活
性
化
へ

Ｃ

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

C-1 地域間交流のまちづくりプロジェクト
～地域の人々が交流しながら快適に生活できる環境の形成～

復興道路の整備や鉄道の復旧等による生活圏域の変化に対応し、生活サービス機能 の利便性の向上を
図り、地域の人々が快適に生活できる環境を形成する

C-2 開かれたまちづくりプロジェクト
～地域人材と外部人材による地域づくりの実働部隊を編成～

人材が広域で活躍できる仕組みや移住者の受入れ態勢づくり等を通して、地域内外の多様な人材の力を
三陸地域全体の地域づくりに生かしていく

三陸の未来を拓く提案③ １４



交通ネットワークの活用
交通ネットワークの変化を三陸地域のヒトとモノの交流につなげる

復興道路の完成が、三陸の未来を拓く

三陸の未来を拓く提案（三陸復興・振興方策調査報告書）

○ 国の「復興・創生期間における東日本大震災からの復興の基本方針」に沿って着実に

復興道路等の整備が進み、早期に全線完成することが被災地の復興と未来に必要不可欠

○ そのためには、復興道路等の整備に決して遅れが生じないように、また資材価格や人

件費の上昇による事業費の増額にも十分対応できるように予算を確実に確保することが

重要な課題

多様な資源の発掘・活用
三陸ならではの地域文化や自然環境、農林水産部などの多様な資源の
発掘・活用による持続可能な地域社会を実現する

交流・連携の仕組みづくり
三陸地域で活躍する若者、女性など個人、企業や団体の多様な主体に
よる相互連携や支援の仕組みを整え、創造的な地域づくりを促進する

三陸の復興・振興

三陸の未来を拓く提案④ １５



遠野IC

遠野住田IC

滝観洞IC (仮)釜石西IC

至 仙台

至

横
手

至 盛岡

遠野市

釜石市

岩手県
花巻市

北上市

金ケ崎町

花巻空港IC

重要港湾
釜石港

▼釜石港利用物流ルート

☆ 平成23年7⽉、国際戦略コンテナ港湾『京浜港』と『釜⽯港』を結ぶ国際フィーダーコンテナ定期航路が開設
☆ 釜⽯港と横断道・縦貫道の結節点として好条件 ➡企業⽴地が進み、コンテナ取扱量もH27年度⼤幅に増加！
☆ 横断道・縦貫道の全線開通により、釜⽯港と内陸部・沿岸部との連携強化を図り、産業・経済を活性化

東北横断自動車道釜石秋田線

（釜石～花巻）

Ｈ３０全線開通予定

H30H30

港､横断・縦貫道の結節点、産業・経済活性化へ早期全線整備を！

物流拠点機能
製造工場

機
械
工
場
等
集
積
地

0

1,000
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4,000
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68 114 256 

1,759 
2,036 

2,631 
4,420

836 

▼釜石港のコンテナ取扱量の推移

区分 企業名 立地協定

新規 ㈱バイオ・パワー・ジャパン H23年10月

増設 ＳＭＣ㈱工場 H23年11月

新規 双日食料水産㈱ H24年2月

新規 釜石ヒカリフーズ㈱ H24年3月

新規 エア・ウォーター物流㈱ H24年12月

新規 トリナ・ソーラー社 H26年9月

増設 ＳＭＣ㈱工場 H27年3月

新規 福山通運㈱ H27年7月

▼釜石市における近年の企業立地の状況

4月末
現在

フィーダー
航路開設

東北横断道
宮守～東和間

開通

ＴＥＵ

☆沿岸と内陸のを結ぶ物流アクセスの拠点
☆無料区間を利用した新たな物流ルート
☆企業進出による物流量増加、生産性の向上
➡ストック効果が期待される！

宮古市

大船渡市

遠野～宮守間 開通

宮守IC

東和IC

釜石市

資料６－１



ラグビーワールドカップ2019成功のため復興道路の早期整備を！

☆東北を代表して釜石市が開催地に決定！

☆被災３県が、国内外から頂いた御支援への感謝を伝え、復興の姿を発信する絶好の機会！

☆ラグビーワールドカップ開催により、地域の子どもたちに夢と希望を与え、復興を強力に後押し！

◎ラグビーワールドカップ2019を成功
に導くためには、復興道路・復興支援
道路の早期完成が必要不可欠！

◎県内各市町村との連携と、輸送体制の
確率が必要！

RWC2019開催イメージ

●課題

 期間中、県内に延べ30万人が来訪予定

 釜石市のみでは、来訪者の宿泊に対応困難

 広域での宿泊確保及び輸送体制の確立

※釜石・大槌地区の宿泊施設の定員は約1,500人

釜⽯鵜住居復興スタジアム
（仮称）

建設場所：釜⽯市鵜住居町
収容⼈数：約16,000席

H27.12.5
開 通

釜石市

資料６－１



フェリー航路開設による物流・観光の活性化のためには、復興道路・復興支援道路の早
期完成が大前提であり、地方創生の実現に不可欠！

○岩手県内陸部、三陸沿岸地域を有機的に結びつけることで、物流の
効率化はもとより、観光による交流人口の拡大などによって三陸沿
岸地域全体の地域活性化が図られる。

○三陸沿岸全体として地域創生を目指すため 「三陸連携会議」を立ち
上げ。

復興道路・復興⽀援道路の整備を⾒越し
岩⼿県初となるフェリー定期航路が開設！

▲震災学習 「学ぶ防災」ガイド 参加人数(宮古市)

▲学ぶ防災ガイド(宮古市) ▲語り部ガイド（陸前高田市）

19,000 

31,000 
28,000 

0

10,000

20,000

30,000

40,000

平成24年度 平成25年度 平成26年度

（人）

平成30年6月（予定）に宮古～室蘭を結ぶ岩手
県初となるフェリー定期航路が開設

▲「学ぶ防災ガイド」参加校内訳（H26,全99校）

宮古市

資料６－２



三陸復興国立公園の創設、みちのく潮風トレイル、三陸ジオパーク認定、
NHK連続テレビ小説「あまちゃん」 、外国人観光客の増加

「広域道の駅」による復興道路の活用と地方創生①

震災復興・産業振興・観光・交流と復興道路の整備・道の駅をセットで地方創生

人口減少対策

「もぐらんぴあ」

年間平均観光客
数65,000人（H12

～H22）

・県北地域の配送拠点として「福山通運㈱久慈営業所」が操業開始

・㈱十文字チキンカンパニー久慈工場の大規模増設
「企業進出」

ストック効果の発揮
（物流の効率化、

雇用拡大、経済成長）

H23
4,400人

H24
7,100人

H25
7,300人

H26
8,800人

H27
7,900人

賑わい
の創出

2010年
総人口（人）

2040年総人口（人）

社人研推計 創生会議

久慈広域 62,505 39,079 34,772

久慈広域市町村が
連携を図り人口減少に

歯止めを掛ける必要がある

Ｈ28.4.23
オープン

復興の加速
交通量が増加
交流人口が拡大

賑
わ
い

震災復興
人口減少
雇用創出

地域
課題

①無料の高速道路
②移動時間の大幅な短縮
③冬場の雪が少なく路面の状況が良好
④仙台八戸間３５９キロを結ぶ

高速道路が久慈広域を縦断

整備
効果

更なる誘客
（６割が仙台から
バスを利用）

復興のシンボル・
交流拠点として震
災前以上の観光客

を確保

多様な観光資源を結び
つける

H23.3
全壊
0人

「教育旅行」

久慈市

資料６－３



「広域道の駅」による復興道路の活用と地方創生②

復興道路の全線開通により多様な
ビジネスチャンスが生まれる

復興道路の完成による
交通量の増大を見据え
た地方創生の核となる
「広域道の駅」の整備

被災地の復興はもとより、復
興道路の完成や交通量の増
大を見据えた、企業の進出
や地元企業ビジネスチャンス
を逃し、地域課題の解決が遅
れることから、復興道路整備
が不可欠

整備
が

遅れ
ると

八戸方面

宮古方面

復興道路の活用策
⇒全国から訪れる集客施設を整備

広 域
道の駅

休憩施設、食事提供施設、産直・
特産品販売施設、大型駐車場など

三陸復興国立公園、三陸ジオパーク
みちのく潮風トレイル、あまちゃん

▲種差海岸

▲小袖海岸

▲大野海成段丘

▲十府ケ浦

▲浄土ヶ浜

▲黒崎

▲八戸三社大祭

▲龍泉洞

▲平庭高原

▲久慈琥珀

▲北限の海女

▲窓岩

岩手日報 平成28年３月26日

久慈市
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復興道路を前提とした新たなまちづくり

復興道路の
整備効果

◆救急搬送時間・経路の短縮による安心・安全の確保
◆都市間交通の所要時間の短縮による交流人口の拡大
◆物流の円滑化による産業基盤の向上

・久慈病院等への搬送時間の短縮
・津波浸水エリアを回避し、緊急車両を運行

⇒（仮）野田ＩＣ付近に久慈消防署野田
分署を移転[Ｈ28]

“安心・安全の確保”

・仙台圏域、八戸圏域など都市部との所要
時間短縮による利便性の向上

⇒新たな玄関口として交流物産等複合
施設を（仮）野田ＩＣ付近に整備予定

“交流人口の拡大”

◆救急搬送時間・経路の短縮

◆都市間交通の所要時間の短縮

・都市部への輸送の円滑化による輸送時間
の短縮と物流コストの低減（荒海ホタテ等の
輸送時鮮度向上）

⇒木質バイオマス発電所の燃料を久慈港
から大型車で輸送

“産業基盤の向上”

◆物流の円滑化

「新たなまちづくり」

復興道路の早期完成によって、「安心・安全なむら」 「地域経済の好循環」を実現‼

高台団地、災害公営住宅、消防署分署、etc.

交流物産等複合施設

まちづくり連携道路（県道の付替H24～H29）

■災害公営住宅
①門前小路第１ 8戸
②門前小路第２ 18戸
③本町、旭町住宅 13戸

①

②

③

海
岸
等
防
潮
堤
Ｈ
23
～
Ｈ
30

道路（村道）事業
(H24～H29)

都市公園事業
(H24～H28)

区画整理事業
(H24～H28)

米田・南浜高台団地
(米田12戸､南浜12戸)
・自力再建18戸
・災害公営住宅6戸

久慈消防署野田分署
移転箇所(H28.9予定)

城内高台団地74戸
・自力再建20戸
・災害公営住宅54戸

付替

野田村
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津波避難階段が児童・生徒の迅
速な避難を支援

平成27年2月17日
津波注意報発令時避難の様子すき昆布加工作業の様子

○産業の振興としての活用 ☆普代の水産物は、毎年十数億円程度の出荷額となっており、仙台や首都圏
方面にも出荷されている。

☆災害時の八戸方面への水産物運搬面での速達性向上を含め、三陸沿岸
道路は、村の産業、村民の生活を支える重要な路線として機能する。

○いのちの道としての活用 ☆小・中学校から三陸沿岸道路への津波避難階段を設置して頂いたことに
よる児童・生徒の迅速な避難が可能となった。
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普代村のわかめ・こんぶの出荷量

普代村
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普代村漁協の
わかめ・こんぶの取
扱量は、
県内シェア第1位
(約18％)

◆ 組合別のわかめ・こんぶの取扱量

◆ 普代村の水産物の出荷状況



大槌町復興まちづくりには復興道路の早期整備が必要！！

復興道路の活用
○救急搬送時間・経路の短縮、安全性確保

平成30年度までを復興期間としており、今後、新しい町が形成されていくなかで災害、救急時の安全な移送搬送路
の確立、産直施設や産業集積地を起点とした町の活性化のためにも復興道路の早期完成が必要不可欠！！

○ＩＣ周辺の交流拠点（産直）から復興拠点（町中心地）への誘客

○産業集積地からの物流の円滑化、物流販路の拡大

・多くの浸水箇所を通る。
・市街地を通行することによる
時間的損失が大きい。

経路の現状 整備効果

大槌町への 新たな
玄関口の活性化

水産加工企業の立地が進んでいる

三陸の中央に位置する当町においては復興道路の縦軸に
より八戸、仙台等の沿岸部、横軸において県内外の内陸の
大規模消費地へ。

○救急・災害時の搬送経路確保 大槌町民にとって安心できる生活の実現に寄与する

復興事業による整備

●源水大橋の開通（Ｈ28.3）
●大槌、小鎚川沿い地域の連絡
強化を目的にトンネル建設。

●町方大ケ口線の整備。

ＩＣへ接続する
県道・町道の
環状化により
沿岸道路への
連結性の向上

○災害時や救急時に安全かつ
迅速な移送・通行が可能。

○救急救命の向上や孤立解消。

・地域活性化、来町者、住民、
生産者との交流の場。

○産直施設を起点とした誘客 復興拠点（市街中心地）へ

大槌ＩＣ・産直

源水大橋
町方大ケ口線

市街中心地

中
心
地
へ
の
導
線

源水大橋の開通（Ｈ28.3）、
町方大ヶ口線の整備により、
商店街、公共施設等が整備
される中心地へ繋がることを
生かし、来町者を呼び込む。

町への集客施策展開へ寄与。

○誘致企業向け産業集積地を整備 ○復興道路の開通による消費地への輸送の円滑化を見込む

玄 関
から

奥座敷へ

県立釜石病院への経路・隣接市町との接続道路

輸送時間短縮により販路拡大に寄与する。・小野食品株式会社
・株式会社 壮関
・石山水産株式会社

外数社立地予定

平成28年度
稼働

ＩＣ付近に産直施設オープン（Ｈ28.1）

大槌町

資料６－６



大槌町復興まちづくりには復興道路の早期整備が必要！！
大槌町

資料６－６



復興道路等を活用した救急・救助・救援活動を支援する「命の道」

◆内陸部等への線形不良が解消され、走行性・
安全性が向上したことにより重大事故が減少
し、救急搬送時間の短縮効果があります。
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▼県央部への救急搬送件数
（大船渡地区消防組合管内）

●医療の面では、沿岸部から専門的な医療体制が整っている県立中央
病院や岩手医科大学病院など内陸部の病院に救急搬送をしなけれ
ばならない場合があり、この三陸沿岸道路や東北横断自動車道釜石
秋田線の整備により搬送時間が短縮され救急医療の向上につながり
ます。

●安全の面では、線形不良が改善されることにより走行性、安定性が
向上し、重大事故の減少が期待されるとともに、津波浸水区域を回

避し、災害に強い道路ネットワークが構築されます。三陸沿岸道路の
緊 急退出路の整備により、県立大船渡病院までの搬送時間が大船渡
ICから4分、大船渡碁石ICから7分短縮されたことにより救命率が向
上しております。

(大船渡碁石海岸ＩＣから県立大船渡病院緊急退出路を利用した場合）

※出典(土木学会論文集D3 Vol.67、No.5)

大船渡市
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脳内出血 くも膜下出血 急性心筋梗塞

通　常 48.80 17.03 10.80

退出路 55.35 24.50 17.13

6.56 7.47 6.33

救命率(%)

疾　　患

救命率の向上差(%)



◆平成25年に国際フィーダーコンテナ定期航路を開設

◆県内港湾のコンテナ貨物取扱量のうち、43％が大船渡港（Ｈ27年実入り）

◆コンテナ貨物取扱の約７割は北上市、矢巾町へ輸送

▼コンテナ貨物取扱先

北上市

矢巾町

コンテナ貨物の約７割が
北上市以北

30％

39％

31％

《港湾関係者の声》
●内陸部へのポートセールスでは、道路整備の重要

性を話されます。揺れをきらう製品の運送には、
高規格の道路の整備が必要です。

0

5000

H25年 H26年 H27年

取扱量・大船渡港

取扱量・釜石港

（ＴＥＵ）

288/2,036
1,388/2,631

1,885/4,420

コンテナ貨物年別取扱実績（空コンテナ込）

平成27年度
実績

大船渡港

矢巾町

北上市

内陸部に立地する
北上ハイテクペー
パー（株）は、輸出先
により複数の港湾を
使い分けている。

【釜石港/大船渡港
利用の理由】
・交通アクセスが
改善されたため

・複数の輸送手段
を確保する、等

大船渡市
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復興道路等を活用した、地域間交流の拡大による地域経済の好循環

◆震災後、三陸沿岸道路による交通アクセス改善やボランティア等の訪問により観光入込客数は

回復傾向であったが、ボランティア等の来訪が減少しつつあることから、相対的に減少傾向

◆内陸とのアクセス向上により、さらなる観光入込客数の増加が期待
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▼大船渡市の観光入込客数の推移

高田道路
H26.3開通

（千人）

※H23は未集計 資料：大船渡市観光推進室

気仙地域観光入込客数
1,701千人
（H27延べ人数）

遠野市観光入込客数
1,822千人
（H27延べ人数）

吉浜道路
H27.11開通

大船渡市
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